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複合交流拠点施設等整備事業について 

 

1 複合交流拠点施設の総事業費について（別添資料 1） 

（1）総事業費の比較 

（単位：千円） 

 ①R3 第 1 回議案審査特別 

委員会資料総事業費 

（R3.3 時点） 

②基本設計総事業費（R4.3.31 時点） 

（一般的要因のみを

加味した工事費） 
 

建築工事費 
808,000 

（面積：1,500 ㎡） 

（1,119,750） 

 

1,343,700 

（面積：2,270 ㎡） 

公園工事費 487,000 （355,868） 427,042 

用地購入費 
1,100,000 

（面積：29,096.29 ㎡） 

1,004,160 

（面積：28,366.12 ㎡） 

設計費 205,000 178,026 

防災倉庫  5,000 

合計 2,600,000 （2,662,804） 2,957,928 

 

（2）総事業費に影響した一般的要因 

  ア 建物の延床面積は、①のイメージ図では 1,500 ㎡を想定していたが、住民意

向把握などを経て、②の計画図では 2,270 ㎡になり、770 ㎡増加した。 

  イ 用地面積は、①では 29,096.29 ㎡であったが、私道部分が分筆されたことに

伴い、②では 28,366.12 ㎡になり、730.17 ㎡減少した。 

 

（3）総事業費に影響した社会的要因 

  ア 資材価格高騰の状況 

    （一財）建設物価調査会によると建築部門の建設資材物価指数は、令和 2 年

11 月から令和 4 年 2 月の期間において、大きく上昇している資材から微増の資

材まで、全てを平均すると約 1.2 倍に上昇している。資材ごとの高騰状況は次

のとおり。 

  （ア） 鋼材価格は、H形鋼が 1.47 倍、異形棒鋼も 1.50 倍に上昇している。 

  （イ） 木材価格は、約 2倍に上昇している。 

  （ウ） 生コンクリートは 1.04 倍、板ガラスは 1.06 倍に微増している。 

  イ 資材価格が高騰する背景 

  （ア） 令和 2 年における粗鋼の生産量は、新型コロナウィルスの影響もあり、

対前年比で横ばいであった。しかし、各国における経済活動の再開に伴い、
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令和 3 年における粗鋼の生産量は前年比で 1.037 倍に増加していることが

価格高騰に影響している。 

  （イ） 原材料である鉄鉱石は、主要生産地での新型コロナウィルスの感染拡大

に伴う移動制限を受けたほか、豪雨被害による採掘が停滞し、原材料の供給

が制限された。加えて、中国で原材料に対する需要が底堅い状況である。こ

れらの複合的な要因で世界的な高騰に影響している。 

  （ウ） アメリカではロックダウン解除後から、住宅建築需要が増加している。そ

の背景には、リモートワークで自宅にこもるようになった市民が住宅を郊外

に新しく購入したり、リフォームを行ったりする流れが進み、例年の水準を

大きく上回る需要が見られた。その影響が日本にも及んでいる。 

  ウ 今後の見通し 

    令和 4 年 2 月末には、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が始まり、世界

情勢が不安定に陥るなど、先行きが不透明な状態であり、今後さらに、資材価格

に影響することが考えられる。 

 

2 複合交流拠点施設等整備事業用地の掘削立会状況について（別添資料 2） 

（1）掘削作業の概要 

  ア 作業日程 令和 3年 8月 5日から令和 4年 4月 26 日まで 

         合計 77 回立ち合い実施 

  イ 立会区画 289 区画 




















